
建
築
分
野
に
お
け
る
非
破
壊
検
査
技
術
と
そ
の
活
用

国土技術政策総合研究所が開発
した「自走式外壁診断装置」

　
従
来
、
建
築
物
の
信
頼
性
確
保
は
重
要
な
課
題

で
あ
る
。
近
年
、
施
工
管
理
段
階
や
供
用
段
階
で

の
検
査
・
確
認
方
法
と
し
て
非
破
壊
検
査
手
法
の

活
用
が
活
発
化
し
て
い
る
。

　
回
転
機
械
の
監
視
に
有
効
な
振
動
診
断
は
、
診
断
技
量
や
導
入
コ
ス
ト
な
ど

の
問
題
で
、
な
か
な
か
定
着
で
き
な
い
所
も
多
い
。
そ
こ
で
現
地
で
の
測
定
を

ウ
ェ
ブ
を
用
い
て
遠
隔
か
ら
支
え
る
仕
組
み
と
し
て
、
遠
隔
自
動
振
動
診
断
シ

ス
テ
ム
を
開
発
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
測
定
デ
ー
タ
を
現
地
の
パ
ソ
コ
ン
で
ア
ッ

プ
す
る
と
、
瞬
時
に
報
告
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
画
期
的
な
サ
ポ
ー
ト
シ

ス
テ
ム
を
実
現
し
た
。

回
転
機
械
の
傾
向
管
理
を
支
え
る
ウ
ェ
ブ
型
遠
隔
自
動
振
動
診
断
シ
ス
テ
ム

非破壊検査・計測・診断技術

建
築
研
究
所
　
材
料
研
究
グ
ル
ー
プ
長
棚
野
　
博
之

低
コ
ス
ト
で
診
断
サ
ポ
ー
ト

か
ぶ
り
厚
さ
の
調
査
・
診
断
技
術

旭
化
成
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
プ
ラ
ン
ト
ラ
イ
フ
事
業
部
技
術
営
業
部
長
日
笠
　
久
和

外
壁
の
健
全
性
調
査
・
診
断
技
術

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
１
日
ま
で

ものづくりＮＥＸＴ２０１３あす開幕
　
も
の
づ
く
り
革
新
・
改
善
を
支
援
す

る
各
種
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
一
堂
に
集

め
た
「
も
の
づ
く
り
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
２
０
１

３
」
が

日
か
ら

月
１
日
ま
で
、
東

京
・
有
明
の
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開

催
さ
れ
る
。
同
展
は
「
第

回
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
・
テ
ク
ノ
シ
ョ
ー
」
「
第
６
回

非
破
壊
評
価
総
合
展
」
「
第
５
回
イ
ン

フ
ラ
検
査
・
維
持
管
理
展
」
「
第
５
回

生
産
シ
ス
テ
ム
見
え
る
化
展
」
の
四
つ

の
展
示
会
と
、
集
中
展
示
「
製
造
業
向

け
営
業
＆
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
支
援
フ
ェ

ア
」
「
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
の
未
来
」
「
プ

ラ
ン
ト
・
イ
ン
フ
ラ
の
た
め
の
防
食
塗

装
コ
ー
ナ
ー
」
で
構
成
。
出
展
規
模
は

２
５
５
社
、
４
１
０
小
間
。
入
場
料
１

０
０
０
円

招
待
状
持
参
者
、
事
前
登

録
者
、
学
生
は
無
料

。
開
場
時
間
は

時
か
ら

時
ま
で
。
主
催
は
日
本
能

率
協
会
、
日
本
プ
ラ
ン
ト
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
協
会
、
日
本
非
破
壊
検
査
工
業
会
。

　
非
破
壊
評
価
総
合
展
は
生
産
設
備
や

工
業
製
品
・
材
料
の
検
査
・
評
価
な
ど

に
欠
か
せ
な
い
非
破
壊
検
査
・
モ
ニ
タ

ー
・
評
価
・
診
断
技
術
が
一
堂
に
会
す

る
展
示
会
。
特
別
企
画
と
し
て
「
非
破

壊
評
価
技
術
セ
ミ
ナ
ー
」
「
検
査
と
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
の
情
報
交
流
プ
ラ
ザ
」
が

開
か
れ
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
も
の
づ
く
り
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｔ
事
務
局

０
３
・
３
４
３
４
・
１

９
８
８
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
。

（ ） 【広告特集】 ２０１３年 平成２５年 １０月２９日 火曜日 　　

　
建
築
基
準
法
第

条
が
２

０
０
８
年
に
改
正
さ
れ
、

「
特
殊
建
築
物
等
定
期
検
査

報
告
制
度
」
お
よ
び
関
連
規

定
に
よ
り
、
建
物
管
理
者
は

外
壁
仕
上
げ
な
ど
の
安
全
性

を
３
年
ご
と
に
確
認
し
、
特

定
行
政
庁
に
報
告
し
な
け
れ

ば
な
ら
い
。
検
査
は
国
土
交

通
省

年
告
示
２
８
２
号
に

よ
り
原
則
打
音
法
で
行
い
、

赤
外
線
法
や
超
音
波
法
な
ど

そ
の
他
の
検
査
方
法
は
、
打

音
法
と
の
併
用
で
し
か
認
め

ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

打
音
法
は
測
定
者
の
技
能
・

経
験
や
作
業
時
間
な
ど
に
左

右
さ
れ
る
場
合
が
多
く
、
ま

た
高
所
で
は
ゴ
ン
ド
ラ
や
足

場
の
設
置
が
必
要
と
な
る
た

め
、
必
ず
し
も
赤
外
線
法
や

超
音
波
法
よ
り
的
確
な
診
断

が
行
え
る
容
易
な
検
査
方
法

と
は
言
い
難
い
も
の
で
あ

る
。

　
国
交
省
国
土
技
術
政
策
総

合
研
究
所
で
は
、

―

年

度
の
総
合
技
術
開
発
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
「
社
会
資
本
の
予
防

保
全
的
管
理
の
た
め
の
点
検

・
監
視
技
術
の
開
発
」
で
、

従
来
の
打
音
法
の
効
率
化
・

的
確
化
な
ど
を
目
指
し
、
建

物
の
壁
面
を
自
走
・
診
断
す

る
「
自
走
式
外
壁
診
断
装
置

写
真
」
を
開
発
し
、
同
装

置
を
用
い
た
実
施
フ
ィ
ー
ル

ド
の
実
用
化
検
証
を
始
め
て

い
る
。
既
に
ゼ
ネ
コ
ン
や
建

設
機
器
メ
ー
カ
ー
な
ど
で
も

同
様
の
検
討
や
製
品
化
が
進

め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
分
野

の
注
目
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
建

物
の
か
ぶ
り
厚
さ
は
、
建
築

基
準
法
施
行
令
第

条
「
鉄

筋
の
か
ぶ
り
厚
さ
」
で
規
定

さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
単
に

瑕
疵
の
問
題
だ
け
で
な
く
、

か

し

施
工
管
理
不
足
な
ど
が
原
因

で
、
し
ば
し
ば
か
ぶ
り
厚
さ

不
足
が
紛
争
の
原
因
と
な
っ

て
い
る
。
従
来
は
設
計
か
ぶ

り
厚
さ
の
規
定
や
配
筋
・
型

枠
検
査
な
ど
の
工
程
検
査
な

ど
に
よ
っ
て
、
か
ぶ
り
厚
さ

を
担
保
す
る
手
法
が
一
般
的

で
あ
っ
た
。
日
本
建
築
学
会

・
建
築
工
事
標
準
仕
様
書

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
５
・
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
工
事

で
は

年

の
大
改
定
で
、
か
ぶ
り
厚
さ

の
検
査
方
法
と
判
定
基
準
な

ど
が
示
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
今
年
改
定
さ
れ

た
公
共
建
築
協
会
・
公
共
建

築
工
事
標
準
仕
様
書

建
築

工
事
編

や
同
公
共
建
築
改

修
工
事
標
準
仕
様
書

建
築

工
事
編

で
も
、
か
ぶ
り
厚

さ
の
確
認
・
報
告
が
試
験
項

目
に
盛
り
込
ま
れ
た
。
現
在

そ
の
適
用
は
少
数
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
が
、
設
計
や
施
工

に
関
わ
る
技
術
者
が
そ
の
趣

旨
を
理
解
し
、
今
後
広
く
活

用
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ

る
。

　
当
社
で
は
１
９
７
０
年
代

前
半
に
、
加
速
度
セ
ン
サ
ー

を
用
い
た
振
動
計
を
発
売
し

た
。
以
来
、

年
あ
ま
り
に

わ
た
っ
て
事
例
研
究
や
ノ
ウ

ハ
ウ
づ
く
り
に
努
め
て
き

た
。
振
動
計
も
開
発
を
重

ね
、
５
世
代
目
と
し
て
バ
イ

ブ
ロ
コ
レ
ク
タ
ー
「
Ｍ
Ｄ
―

３
２
０
」
を
展
開
し
、
国
内

の
幅
広
い
企
業
で
活
用
さ
れ

て
い
る
。
た
だ
、
最
近
で
は

技
術
者
の
減
少
や
企
業
の
海

外
進
出
な
ど
で
、
振
動
傾
向

管
理
の
部
分
は
診
断
技
術
者

が
行
う
の
と
同
等
の
診
断
サ

ポ
ー
ト
や
自
動
対
応
が
望
ま

れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
要
望
を
も
と

に
４
年
あ
ま
り
の
開
発
期
間

を
経
て
で
き
あ
が
っ
た
の

が
、
ウ
ェ
ブ
型
遠
隔
自
動
振

動
診
断
シ
ス
テ
ム
「
Ａ
―
Ｒ

Ｍ
Ｄ
ｓ

ア
ー
ム
ズ

」
で

あ
る
。

　
診
断
サ
ポ
ー
ト
の
部
分
は

こ
れ
ま
で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ロ

ジ
ッ
ク
化
し
、
診
断
エ
ン
ジ

ン

ウ
ェ
ブ
サ
ー
バ

に
搭

載
し
た
。
こ
の
診
断
エ
ン
ジ

ン
と
現
地
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
結
ば
れ
測
定
デ
ー
タ
を

簡
単
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
で
き

る
と
と
も
に
、
診
断
結
果
や

報
告
書
を
瞬
時
に
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
を
可
能
と
し
た
。

　
診
断
ロ
ジ
ッ
ク
に
関
し
て

は
振
動
の
ト
レ
ン
ド
特
性
や

方
向
特
性
、
周
波
数
特
性
な

ど
を
組
み
合
わ
せ
て
５
０
０

０
万
通
り
の
診
断
コ
メ
ン
ト

を
作
成
し
て
い
る
。

　
つ
い
で
診
断
の
負
荷
に
関

し
て
は
大
型
回
転
機
械

台

を
対
象
と
し
た
場
合
、
測
定

位
置
４
箇
所

機
器
・
モ
ー

タ
ー
の
負
荷
・
反
負
荷

、

３
方
向

Ｖ
・
Ｈ
・
Ａ

、

５
モ
ー
ド

変
位
・
速
度
・

加
速
度
・
Ｂ
ｒ
加
速
度
・
波

効
率

で
１
２
０
０
個
の
ト

レ
ン
ド
グ
ラ
フ
が
出
力
さ
れ

る
。
こ
れ
ら
を
当
社
診
断
技

術
者
が
一
つ
ひ
と
つ
判
定
し

て
診
断
す
る
と
、

秒
ず
つ

で
も

時
間
か
か
る
計
算
と

な
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
こ
の
作
業

を
Ａ
―
Ｒ
Ｍ
Ｄ
ｓ
で
行
う
と

２
―
３
分
で
診
断
可
能
と
な

る
。
ま
た
、
機
器
ご
と
の
診

断
書
フ
ォ
ー
ム
な
ど
実
務
ベ

ー
ス
で
必
要
な
出
力
が
可
能

で
あ
る
こ
と
も
大
き
な
省
力

化
が
期
待
で
き
る
機
能
と
な

っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
振
動
診
断
は
導
入

し
た
い
も
の
の
、
費
用
面
が

心
配
と
い
う
声
を
耳
に
す

る
。
し
か
し
、
本
シ
ス
テ
ム

で
は
イ
ニ
シ
ア
ル
コ
ス
ト
の

負
荷
を
軽
減
す
る
た
め
に
半

期

６
カ
月

万
８
０
０

０
円
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
て
い

る
。
こ
れ
に
は
振
動
計
、
振

動
管
理
シ
ス
テ
ム
な
ら
び
に

遠
隔
診
断
サ
ー
ビ
ス

台
分

が
含
ま
れ
る
価
格
設
定
で
提

供
可
能
と
な
っ
て
い
る
。


